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Ｑ
．（
高
校
等
、
大
学
等
）
卒
業

後
の
就
職
先
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。﹁
進
路
報
告
書
﹂
に
は
ど
の

よ
う
に
記
入
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
．
そ
の
他
の
欄
に
現
在
の
状
況

（
就
職
活
動
中
な
ど
）
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
義
務
教
育
で
も
在
学
証
明
書

の
提
出
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
．（
小
学
校
、
中
学
校
）
入
学

時
の
み
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

Ｑ
．高
校
を
退（
休
）学
し
ま
す（
し

て
い
ま
し
た
）
が
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
す
か
？

Ａ
．「
退（
休
）
学
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
奨
学
金
送
金
後
に
退
学
が
発

覚
し
た
場
合
、
在
学
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
期
間
に
受
領
し
た
奨
学
金
は
返
金
し

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。
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◎
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ
．
入
学
・
進
学
等
準
備
に
お
金

が
必
要
で
す
。
奨
学
金
を
早
め

に
送
金
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

Ａ
．
決
め
ら
れ
た
送
金
日
（
年
４

回
）
以
外
は
送
金
で
き
ま
せ
ん
。

（
出
願
の
し
お
り
参
照
）

Ｑ
．
海
外
の
大
学
へ
進
（
留
）
学

す
る
の
で
す
が
、
奨
学
金
は
受
け

ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
．
本
会
の
奨
学
金
を
受
け
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。（
本
会
規
程

に
よ
り
日
本
国
内
の
学
校
に
限
る
）

Ｑ
．
短
大
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
大
学
へ
編
入
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

か
？

Ａ
．
再
出
願
に
よ
り
奨
学
金
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
支
給

年
齢
制
限
等
あ
り
）

　

既
に
、
新
年
度
に
関
す
る
案
内
文
書

が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

奨
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
進
路
に
応
じ

た
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
大
学
等
（
大
学
・
短
大
・
専

門
）
学
資
給
与
事
業
を
ご
希
望
さ
れ
る

場
合
、
現
在
奨
学
生
（
過
去
に
奨
学
生
）

で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
「
願
書
（
付
属

書
類
）
の
提
出
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
「
出
願

の
し
お
り
」
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
本
会
卒

業
生
の
方
で
、
資
料
が
必
要
な
方
は
本

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

　

下
記
の
表
に
て
、
対
象
と
な
る
学
年

と
必
要
な
書
類
を
ご
確
認
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
書
類
未
提
出
の
場
合
、
本
年

度
第
１
回
（
5
月
25
日
）
の
送
金
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
こ
ち
ら
の
書
類
は
提
出
書
類
が
な
い

方
へ
も
発
送
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
転
居
等
で
本
会
へ
の
届
出
事
項
に

変
更
が
あ
る
方
は
、「
変
更
届
」
等
の

提
出
が
必
要
で
す
。
所
属
先
（
ま
た
は

本
会
）
に
ご
連
絡
の
上
、
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
作
文
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
提
出

の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

漁
連
・
漁
協
な
ど
か
ら
通
知
を
受
け
た
方

　

指
定
さ
れ
た
締
切
日

本
会
か
ら
通
知
を
受
け
た
方

　

２
０
２
０
年
４
月
25
日
（
本
会
必
着
）

ご
卒
業
・
ご
進
学
・
ご
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

「
新
年
度
」
な
ら
び
に
「
大
学
等
進
学
に
伴
う
再
出
願
」
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

皆
さ
ん
か
ら
返
還
さ
れ
た
お
金
は
、

後
輩
の
奨
学
生
に
再
び
奨
学
金
と
し
て

給
与
さ
れ
る
資
金
と
な
り
ま
す
。
返
還

は
期
限
を
守
り
、
滞
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
転
居
・
ご
結
婚
等
さ
れ
た
方

は
「
変
更
届
」（
戸
籍
の
伴
う
変
更
の

場
合
は
戸
籍
謄
本
の
提
出
も
必
要
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
返
還

が
困
難
な
方
、
滞
納
金
で
悩
ん
で
い
る

方
は
本
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

０
３
―
３
５
１
８
―
６
１
２
１

返
還
奨
学
生
の
方
へ

　

理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
お
い
て
、

設
立
50
周
年
記
念
行
事
の
日
程
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
は
、
２
０
２
１
年
１
月
31

日
（
日
）
10
時
よ
り
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ア
ー
ク
半
蔵
門
（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
開
催
し
、
ま
た
、
前
日
の
１
月
30
日

（
土
）に
は
、遺
児
交
流
会「
交
流
の
夕
べ
」

（
時
間
・
場
所
未
定
）
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
今
後
開
催
さ
れ
る
育
英
事
業
運

営
検
討
委
員
会
で
協
議
・
検
討
し
、
結

果
を
報
告
致
し
ま
す
。

設
立
50
周
年
記
念
行
事
の
開

催
（
日
程
）
に
つ
い
て

　

３
月
11
日
（
水
）、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
１
９
年

度
通
常
（
第
５
回
）
理
事
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
①
２
０
２

０
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予

算
（
案
）、
②
２
０
２
０
年
度
役
員
報

酬
（
案
）、
③
２
０
１
９
年
度
臨
時
（
第

３
回
）
評
議
員
会
の
招
集
に
関
す
る
件
、

④
辞
任
に
伴
う
後
任
奨
学
生
選
考
委
員

（
１
名
）
の
選
任
、
⑤
育
英
事
業
運
営

検
討
委
員
会
へ
の
諮
問
及
び
委
員
（
8

名
）
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

［
奨
学
生
選
考
委
員
新
任
者
ご
芳
名
］
▽

原　

富
美
夫
（
全
国
市
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
事
務
局
次
長
）

２
０
１
９
年
度

通
常
（
第
５
回
）
理
事
会

　

３
月
26
日
（
木
）、
コ
ー
プ
ビ
ル
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
１
９
年

度
臨
時
（
第
3
回
）
評
議
員
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
①
２
０

２
０
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）、
②
２
０
２
０
年
度
役
員

報
酬
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度

臨
時
（
第
３
回
）
評
議
員
会

　

１
月
29
日
（
水
）、
本
会
事
務
所
（
東

京
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
１
９
年
度

第
４
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
を
開
催

し
、
奨
学
生
出
願
者
（
１
月
15
日
締
切
）

の
選
考
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生
と
し
て
小

学
生
２
名
、
中
学
生
２
名
、
大
学
生
等

１
名
計
５
名
の
採
用
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
３
月

末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都
道

府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

２
０
１
９
年
度

第
４
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

書
類
締
切
日

注１：在学証明書は、進学・進級後（2020/4/1 以降）のものを提出してください。
注２：☆印＝上のお子様、以前出願時に提出している方は省略可。

学年 提　出　書　類

2019
年度

2020
年度

※注１
在学証明書 進路報告 卒業

証明書等 戸籍謄本 願書 事故
証明書

通帳の
コピー

所得証明書
非課税証明書

幼稚園等
３歳より申請可能

（2016/4/2以降生まれの方）
☆ ☆ ☆ 注3

☆ ☆ ☆

幼稚園等在園（所）
の方（全員） ○

幼稚園等
卒園(所）

小学校
（新1年生） ○

小学校
２～６年 提出物はありません

小学校
卒業

中学校
（新1年生） ○

中学校
２・３年 提出物はありません

中学校
卒業

（卒業生全員） ○

卒業後就職した方 卒業記念品として￥70,000-贈呈します。

高校等在学中の方
（全員） ○

高校等
卒業 （卒業生全員） ○ ○

大学等に進学する方
再申請 ☆ ☆ ☆ 注3

☆ ☆ ☆

（卒業生全員） ○ ○

新年度手続き提出書類一覧表
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前
略　

御
免
下
さ
い
。

　

創
立
50
周
年
本
当
に
御
苦
労
様
で

す
。
海
難
遺
児
育
英
会
の
皆
様
に
お
世

話
に
な
っ
て
35
年
の
月
日
が
流
れ
、
当

時
中
学
一
年
、
小
学
校
四
年
だ
っ
た
息

子
達
も
今
で
は
子
供
の
親
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
も
確
か
第
一
集
の
時
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
文
集
の
活
字
に
さ
せ
て
頂

い
た
の
が
宝
で
も
有
り
、
人
生
の
思
い

出
の
一
ペ
ー
ジ
で
す
。
昨
日
の
事
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。（
本
紙
３
頁

参
照
）

　

今
年
77
才
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

突
然
主
人
の
死
に
先
ず
お
金
で
し
た
。

そ
ん
な
事
で
迷
っ
て
た
私
に
手
を
差
し

の
べ
て
く
れ
た
の
が
奨
学
金
、
そ
し
て

寒
い
中
、
有
志
の
方
達
の
海
難
遺
児
へ

の
街
頭
募
金
と
お
世
話
に
な
っ
た
事
。

忘
れ
る
事
あ
り
ま
せ
ん
。

　

処
あ
る
窓
口
で
脇
に
居
た
方
に
「
ど

う
も
」
と
頭
を
下
げ
た
ら
、
そ
の
方
に

「
私
を
知
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」
の
問
い

に
び
っ
く
り
し
つ
つ
も
、
皆
様
に
お
世

話
に
な
っ
た
事
を
お
話
し
た
ら
「
挨
拶

さ
れ
て
気
分
の
悪
い
人
は
い
な
い
よ
」

と
の
返
事
。
と
て
も
人
格
の
あ
る
方
と

お
見
受
け
し
育
英
会
の
話
に
も
触
れ
、

改
め
て
色
ん
な
面
で
の
制
度
を
耳
に
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
12
月
か
ら
２
０
２
０
年

２
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま

の
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
12
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
宮

城
県
▽
畠
山
和
子
◎
秋
田
県
▽
山
岸
剛

◎
茨
城
県
▽
常
盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽
岩

山
裕
史
▽
内
野
徹
▽
内
海
和
彦
▽
小
林

哲
朗
▽
貴
家
誠
▽
鈴
木
基
之
▽
西
田
耕

太
郎
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉

県
▽
石
山
新
悟
▽
岩
下
巧
▽
大
類
裕
久

▽
中
島
健
▽
中
平
和
典
▽
米
田
滋
▽
山

ご
寄
附
の
お
礼

瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
石
山

新
悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一
▽
大
類
裕

久
▽
斎
藤
信
夫
▽
新
塘
博
文
▽
中
島
健

▽
中
平
和
典
▽
米
田
滋
▽
山
崎
喜
代
子

▽
吉
塚
靖
浩
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯

島
孝
夫
▽
岡
部
典
子
▽
奥
田
勝
▽
勝
野

輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役 

礒
野
洋
志

▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
髙
田

明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信
博
▽
根
本

京
子
▽
春
田
孝
二
郎
・
朝
子
▽
本
川
一

善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴
子

◎
神
奈
川
県
▽
石
川
和
彦
▽
井
上
清
和

▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真
悟

▽
大
和
陸
子
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎

兵
庫
県
▽
佐
藤
明
美
▽
三
木
周
子
◎
山

口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子

〔
２
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
宮

城
県
▽
畠
山
和
子
◎
茨
城
県
▽
常
盤
和

己
▽
三
次
亮
◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽

内
野
徹
▽
内
海
和
彦
▽
小
林
哲
朗
▽
貴

家
誠
▽
鈴
木
基
之
▽
西
田
耕
太
郎
▽
深

瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
石
山

新
悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一
▽
大
類
裕

久
▽
新
塘
博
文
▽
中
島
健
▽
中
平
和
典

▽
米
田
滋
▽
山
崎
喜
代
子
▽
吉
塚
靖
浩

▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯
島
孝
夫
▽
岡

部
典
子
▽
奥
田
勝
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸

洋
代
表
取
締
役 

礒
野
洋
志
▽
タ
ー
ボ
マ

シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田

滿
弘
▽
長
屋
信
博
▽
根
本
京
子
▽
本
川

一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴

子
◎
神
奈
川
県
▽
石
川
和
彦
▽
井
上
清

和
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真

悟
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
大
阪
府
▽

道
本
孝
治
◎
兵
庫
県
▽
佐
藤
明
美
▽
三

木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
12
月
〕
◎
茨
城
県
▽
Ｊ
Ｆ
茨
城
沿
海

地
区
漁
連
▽
茨
城
県
旋
網
漁
業
協
同
組

合
▽
茨
城
県
無
線
漁
業
協
同
組
合
▽
Ｊ

Ｆ
鹿
島
灘
▽
Ｊ
Ｆ
川
尻
▽
Ｊ
Ｆ
大
洗
町

◎
東
京
都
▽
塚
本
亨
▽
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

本

所
、
気
仙
沼
駐
在
、
釧
路
油
槽
所
、
八

戸
油
槽
所
、
酒
田
油
槽
所
、
境
港
油
槽

所
、
長
崎
油
槽
所
、
油
質
研
究
所
、
東

北
事
業
所
・
仙
台
駐
在
、
大
阪
事
業
所
、

九
州
事
業
所
／
協
同
水
産
流
通
㈱
／
ぜ

ん
ぎ
ょ
れ
ん
食
品
㈱
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ

く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン

ハ
ー
ト
経
由
◎
石
川
県
▽
西
﨑
美
代
香

◎
山
口
県
▽
豊
浦
さ
か
な
ま
つ
り
実
行

委
員
会
◎
徳
島
県
▽
漁
船
遺
児
徳
島
地

方
協
会
▽
Ｊ
Ｆ
小
松
島
▽
Ｊ
Ｆ
椿
泊
▽

Ｊ
Ｆ
福
村
◎
高
知
県
▽
Ｊ
Ｆ
橘
浦
▽
Ｊ

Ｆ
高
知
県 

本
所
、
下
ノ
加
江
支
所
、
甲

浦
支
所
、
室
戸
岬
支
所
、
上
川
口
支
所
、

深
浦
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
高
知
漁
連
▽
高
知
県

無
線
漁
業
協
同
組
合
▽
Ｊ
Ｆ
藻
津
▽
Ｊ

Ｆ
大
谷
▽
Ｊ
Ｆ
浜
改
田
◎
長
崎
県
▽
Ｊ

Ｆ
阿
須
湾
▽
Ｊ
Ｆ
宇
久
小
値
賀
▽
Ｊ
Ｆ

橘
湾
中
央
▽
小
西
章
司
▽
長
崎
県
漁
業

共
済
組
合
▽
長
崎
県
漁
業
信
用
基
金
協

会
▽
Ｊ
Ｆ
長
崎
漁
連 

本
部
、
東
京
直
売

所
▽
Ｊ
Ｆ
長
崎
信
漁
連
◎
沖
縄
県
▽
Ｊ

Ｆ
糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―
自
販
機

売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖

縄
オ
フ
ィ
ス
経
由

〔
１
月
〕
◎
北
海
道
▽
根
室
市
漁
協
青

年
部
連
絡
協
議
会
▽
Ｊ
Ｆ
小
樽
市
▽
深

山
芳
子
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
む
つ
市
▽
Ｊ

　

こ
の
ご
ろ
は
雨
の
大
き
な
被
害
。
当

気
仙
沼
で
も
鰹
よ
う
や
く
日
本
一
に
な

っ
た
も
の
の
サ
ン
マ
の
不
漁
続
き
に
心

を
痛
め
て
ま
す
。
し
か
し
、「
何
事
に

対
し
て
も
前
向
き
に
‼
」
を
、
自
分
言

い
聞
か
せ
る
つ
も
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
‼
漁
船
海
難
遺

児
育
英
会
の
皆
様
感
謝
し
て
ま
す
‼
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
乱
筆
文
に
て
御

免
下
さ
い
。

か
し
こ

追
伸
：
東
日
本
大
震
災
か
ら
8
年
よ
う

や
く
復
興
、
復
旧
と
き
れ
い
に
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
お
出
か
け
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
お
立
寄
り
下
さ
い
。

	

宮
城
県　

中
島
啓
子

＊
令
和
元
年
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
良

き
年
で
し
た
ね
。
滞
る
こ
と
な
く
、
平

成
か
ら
令
和
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い

く
。	

（
埼
玉
県
）

＊
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

気
候
が
お
か
し
く
思
い
ま
す
。
海
も
山

も
平
和
で
あ
れ
と
思
い
ま
す
。

	

（
埼
玉
県
）

＊
気
候
変
動
が
著
し
く
変
化
し
て
ま
す

ね
。
自
然
界
か
ら
警
告
と
も
受
け
取
ら

れ
ま
す
ね
。
謙
虚
に
生
き
て
い
か
ね
ば

と
思
い
ま
す
。	

（
埼
玉
県
）

崎
喜
代
子
▽
吉
塚
靖
浩
▽
若
林
満
◎
東

京
都
▽
飯
島
孝
夫
▽
岡
部
典
子
▽
奥
田

勝
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役 

礒
野
洋
志
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン

㈱
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信

博
▽
根
本
京
子
▽
本
川
一
善
▽
増
山
基

一
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴
子

◎
神
奈
川
県
▽
石
川
和
彦
▽
井
上
清
和

▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真
悟

▽
中
村
芳
正
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎

兵
庫
県
▽
佐
藤
明
美
▽
三
木
周
子
◎
山

口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子

〔
１
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
宮

城
県
▽
畠
山
和
子
◎
茨
城
県
▽
常
盤
和

己
▽
三
次
亮
◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽

内
野
徹
▽
内
海
和
彦
▽
小
林
哲
朗
▽
貴

家
誠
▽
鈴
木
基
之
▽
西
田
耕
太
郎
▽
深

Ｆ
奥
戸
▽
Ｊ
Ｆ
横
浜
町
▽
Ｊ
Ｆ
外
ヶ
浜

▽
丸
本
末
義
▽
Ｊ
Ｆ
後
潟
▽
Ｊ
Ｆ
佐
井

村
▽
Ｊ
Ｆ
蛇
浦
▽
青
森
県
漁
業
共
済
組

合
▽
Ｊ
Ｆ
青
森
信
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
八
戸
鮫

浦
▽
Ｊ
Ｆ
蓬
田
村
▽
Ｊ
Ｆ
脇
野
沢
村
◎

宮
城
県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
宮

城
県
協
議
会
◎
福
島
県
▽
い
わ
き
市
水

産
課
▽（
公
財
）福
島
県
栽
培
漁
業
協
会

▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
東
北
事
業
本
部
福
島
支

店
▽
Ｊ
Ｆ
中
之
作
▽
福
島
県
い
わ
き
教

育
事
務
所
▽
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務

所
▽
福
島
県
い
わ
き
農
林
事
務
所
▽
福

島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局 

企
画
商
工

部
、
県
税
部
、
県
民
部
、
出
納
室
▽
Ｊ

Ｆ
福
島
県
女
性
連
▽
福
島
県
漁
連
役
職

員
厚
生
会
▽
福
島
県
水
産
資
源
研
究
所

▽
福
島
県
水
産
事
務
所
▽
福
島
県
水
難

海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
▽
福
島
県
相
双
保

健
福
祉
事
務
所
い
わ
き
出
張
所
▽
福
島

県
鮑
雲
丹
増
殖
協
議
会
◎
千
葉
県
▽
Ｊ

Ｆ
富
津
―
自
販
機
売
上
一
部
―
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
経
由

◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売

上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
石
川

県
▽
山
本
真
▽
森
薫
▽
Ｊ
Ｆ
石
川
県
女

性
部
志
賀
支
部
▽
Ｊ
Ｆ
い
し
か
わ 

本

所
、
か
な
ざ
わ
総
合
市
場
、
す
ず
支
所
、

小
木
支
所
、
西
海
支
所
、
輪
島
支
所
▽

Ｊ
Ｆ
共
水
連
北
陸
事
業
本
部
▽
田
辺
洋

子
◎
静
岡
県
▽
初
島
漁
協
婦
人
部
▽
Ｊ

Ｆ
焼
津
職
員
▽
焼
津
漁
協
女
性
部
▽
静

岡
県
温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員
▽

Ｊ
Ｆ
静
岡
漁
連
・
静
岡
県
漁
業
振
興
基

金
職
員
▽
Ｊ
Ｆ
静
岡
漁
連
焼
津
事
業
所

職
員
▽
Ｊ
Ｆ
静
岡
信
漁
連
▽
全
国
漁
業

信
用
基
金
協
会
静
岡
支
所
▽
南
駿
河
湾

漁
協
女
性
部
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
静

岡
県
支
所
／
む
つ
み
会
▽
浜
名
漁
協
女

性
部
◎
愛
知
県
▽
愛
知
県
漁
船
海
難
遺

児
育
英
手
当
基
金
◎
福
井
県
▽
Ｊ
Ｆ
越

前
町
▽
Ｊ
Ｆ
若
狭
高
浜
▽
Ｊ
Ｆ
大
島
▽

Ｊ
Ｆ
敦
賀
市
◎
京
都
府
▽
京
都
府
立
海

洋
高
等
学
校
生
徒
会
―
学
校
祭
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
収
益
及
び
募
金
◎
兵
庫

県
▽
Ｊ
Ｆ
室
津
▽
Ｊ
Ｆ
沼
島
▽
Ｊ
Ｆ
津

名
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
兵
庫
県
内
海

支
所
▽
Ｊ
Ｆ
姫
路
市
▽
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

▽
Ｊ
Ｆ
坊
勢
▽
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
◎
広
島
県

▽
Ｊ
Ｆ
阿
賀
▽
Ｊ
Ｆ
阿
多
田
島
▽
Ｊ
Ｆ

安
浦
▽
Ｊ
Ｆ
音
戸
▽
Ｊ
Ｆ
下
蒲
刈
町
▽

Ｊ
Ｆ
広
▽
広
島
か
き
協
議
会
▽
広
島
県

漁
業
共
済
組
合
親
睦
会
▽
Ｊ
Ｆ
広
島
漁

連
▽
Ｊ
Ｆ
広
島
信
漁
連 

本
店
、
福
山
支

店
▽
Ｊ
Ｆ
江
田
島
▽
Ｊ
Ｆ
三
原
市
▽
Ｊ

Ｆ
三
高
▽
Ｊ
Ｆ
川
尻
▽
Ｊ
Ｆ
早
田
原
▽

Ｊ
Ｆ
大
崎
上
島
▽
Ｊ
Ｆ
田
島
▽
Ｊ
Ｆ
東

江
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
広
島
県
支
所

▽
Ｊ
Ｆ
尾
道
東
部
▽
Ｊ
Ｆ
美
能
▽
Ｊ
Ｆ

浜
毛
保
◎
山
口
県
▽
山
口
県
栽
培
漁
業

公
社
▽
山
口
県
実
績
発
表
大
会
実
行
委

員
会
◎
香
川
県
▽
Ｊ
Ｆ
さ
ぬ
き
市
▽
Ｊ

Ｆ
庵
治
▽（
一
社
）香
川
県
水
産
振
興
協

会
▽
Ｊ
Ｆ
引
田
▽
家
浦
回
漕
店
▽
Ｊ
Ｆ

鴨
庄
▽
Ｊ
Ｆ
観
音
寺
▽
観
音
寺
市
水
産

振
興
連
絡
協
議
会
▽（
公
財
）香
川
県
水

産
振
興
基
金
▽（
公
財
）香
川
県
水
産
振

興
基
金
栽
培
種
苗
セ
ン
タ
ー
▽
Ｊ
Ｆ
香

西
▽
香
川
県
漁
業
共
済
組
合
▽
Ｊ
Ｆ
香

川
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
香
川
信
漁
連
▽
香
川
県

水
産
会
館
互
助
会
▽
香
川
県
農
政
水
産

部
水
産
課
▽
Ｊ
Ｆ
高
松
市
瀬
戸
内
▽
Ｊ

Ｆ
高
松
市
東
部
▽
高
松
市
農
林
水
産
課

▽
Ｊ
Ｆ
四
海
▽
全
国
漁
業
信
用
基
金
協

会
香
川
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
四
国
事
業

本
部
▽
Ｊ
Ｆ
多
度
津
町
▽
土
庄
町
農
林

水
産
課
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
香
川
県

支
所
▽
Ｊ
Ｆ
白
方
▽
Ｊ
Ｆ
牟
礼
▽
Ｊ
Ｆ

与
島
◎
福
岡
県
▽
福
岡
市
鮮
魚
商
協
議

会
会
長 

井
上
辰
馬
▽
福
岡
市
鮮
魚
仲
卸

協
同
組
合
理
事
長 

安
部
泰
宏
◎
長
崎
県

▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
長
崎
県
事
務
所
▽
長
崎

県
水
産
部
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
長
崎

県
支
所
◎
大
分
県
▽
佐
伯
市
役
所
農
林

水
産
部
▽
水
口
貞
光
▽
斉
藤
義
昭
▽
全

国
漁
業
信
用
基
金
協
会
大
分
支
所
▽
Ｊ

Ｆ
共
水
連
大
分
県
事
務
所
▽
Ｊ
Ｆ
大
分

県
女
性
部
杵
築
支
部
▽
大
分
県
漁
協
青

年
部
杵
築
支
部
▽
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た 

本

店
、
保
戸
島
支
店
、
下
入
津
支
店
、
蒲

江
支
店
、
杵
築
支
店
、
佐
賀
関
支
店
、

佐
伯
支
店
、
上
浦
支
店
、
長
洲
工
場
、

姫
島
支
店
▽
大
分
県
漁
業
士
連
絡
協
議

会
▽
第
40
回
大
分
県
水
産
関
係
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
▽
大
分
県
中
部
振
興
局
農

山
漁
村
振
興
部
水
産
班
▽
大
分
県
南
部

振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
水
産
班
▽
大

分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
水

産
研
究
部
▽
大
分
県
農
林
水
産
部 

漁
業

管
理
課
、
漁
港
漁
村
整
備
課
▽
東
水
会

▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
大
分
県
支
所
▽

豊
前
海
水
産
振
興
協
議
会
幹
事
▽
柳
田

守
利
▽
柳
田
正
造
▽
柳
田
要
▽
㈲
柳
田

水
産
◎
沖
縄
県
▽（
公
社
）沖
縄
県
農
林

水
産
団
体
共
済
会
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
㈾
カ

月　

日

行　
　
　
　

事

4
月
25
日

5
月
14
日

5
月
25
日

5
月
未
定

6
月
未
定

6
月
未
定

7
月
15
日

7
月
29
日

8
月
15
日

10
月
15
日

10
月
23
日

11
月
15
日

1
月
15
日

1
月
31
日

2
月
2
日

2
月
15
日

3
月
未
定

3
月
未
定

第
1
回　

願
書
な
ら
び
に

　

年
度
切
替
提
出
書
類
締
切
日

第
1
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
1
回　

奨
学
金
送
金
日

通
常
（
第
1
回
）
理
事
会

定
時
（
第
1
回
）
評
議
員
会

臨
時
（
第
2
回
）
理
事
会

第
2
回　

願
書
締
切
日

第
2
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
2
回　

奨
学
金
送
金
日

第
3
回　

願
書
締
切
日

第
3
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
3
回　

奨
学
金
送
金
日

第
4
回　

願
書
締
切
日

　
　
　
　
　
（
年
度
最
終
）

設
立
50
周
年
式
典

第
4
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
4
回　

奨
学
金
送
金
日

第
2
回　

理
事
会

第
2
回　

評
議
員
会

２
０
２
０
年
度

年

間

行

事

予

定
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育 英 会 だ よ り

漁 船 海 難 遺 児 に 愛 の 手 を ! ! 　 水 色 の 羽 根 募 金

2020年４月１日（ 3 ） 第 175 号

ワ
ヒ
ラ
商
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
ダ

イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
経

由〔２
月
〕
◎
北
海
道
▽
第
51
回
マ
リ
ン

バ
ン
ク
推
進
委
員
全
道
大
会
お
楽
し
み

演
芸
会
―
交
流
会
時
の
参
加
者
ご
祝
儀

◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
千
葉
漁
連
◎
神
奈
川

県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
神
奈
川

県
協
議
会
▽
神
奈
川
県
漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―

自
販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経

由
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
富
山
県

協
議
会
◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
戸
田
◎
山
口

県
▽
Ｊ
Ｆ
山
口 

小
畑
支
店
◎
佐
賀
県
有

明
▽
Ｊ
Ｆ
佐
賀
有
明
海

２
、
一
般
寄
附

〔
12
月
〕
◎
北
海
道
▽
ト
ナ
ミ
食
品
工

業
㈱
▽
丸
岡
利
波
商
店
㈱
▽
丸
銀
漁
業

㈱
▽
釧
路
ア
ポ
ロ
石
油
㈱
▽
庄
林
水
産

㈲
▽
日
東
水
産
㈱
▽
波
間
漁
業
㈱
▽
北

海
道
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
▽
㈲
弐
本
滝

漁
業
◎
青
森
県
▽
マ
ル
ヨ
水
産
㈱
▽
開

洋
漁
業
㈱
▽
㈱
弘
前
丸
魚
▽
青
森
海
上

保
安
部
▽
福
島
哲
男
◎
岩
手
県
▽
岩
手

県
立
久
慈
東
高
等
学
校 

東
高
祭
海
洋
系

列
展
▽
金
沢
漁
業
㈱
代
表
取
締
役 

金

澤
俊
明
▽
藤
田
栄
一
郎
▽
㈲
大
井
漁
業

部
◎
宮
城
県
▽
海
形
水
産
㈱
代
表
取
締

役 

佐
藤
和
哉
▽
㈱
宝
進
丸 

森
光
生
▽

㈱
鈴
木
漁
業
▽
大
興
水
産
㈱
▽
高
橋
寿

▽
女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
／
お

な
が
わ
秋
刀
魚
収
獲
祭
実
行
委
員
会
―

全
日
海
東
北
地
方
支
部
経
由
▽
仙
台
漁

業
調
整
事
務
所
▽
水
野
水
産
㈱
▽
菅
野

静
春
▽
㈲
鶴
本
商
店
▽
翔
洋
船
舶
㈱
◎

秋
田
県
▽
大
館
市
青
果
魚
類
卸
売
㈱
◎

山
形
県
▽
小
関
利
昭
◎
福
島
県
▽
㈱
酢

屋
商
店
▽
㈲
政
丸
漁
業
◎
茨
城
県
▽
㈱

石
田
丸
漁
業
▽
㈱
髙
木
商
店
▽
丸
徳
漁

業
㈱
▽
石
川
正
明
◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢

通
◎
千
葉
県
▽（
一
財
）漁
村
教
育
会
・

全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校
▽
久
慈
広
信

▽
極
東
オ
イ
ル
㈱
▽
千
葉
県
立
大
原
高

等
学
校 

海
洋
科
学
系
列
―
文
化
祭
募

金
▽
辻
野
傳
治
郎
▽
柏
魚
市
場
㈱
▽
㈲

正
福
丸
◎
東
京
都
▽
コ
ー
プ
ビ
ル
管
理

会 

福
寿
会
―
解
散
に
よ
る
清
算
金
の
一

部
▽
ニ
チ
モ
ウ
㈱
―
創
立
百
周
年
を
記

念
し
て
／
ニ
チ
モ
ウ
㈱
役
員
・
従
業
員

／
日
網
興
産
㈱
／
ニ
チ
モ
ウ
フ
ー
ズ
㈱

本
社
、
福
岡
営
業
所
／
西
日
本
ニ
チ
モ

ウ
㈱
／
北
海
道
ニ
チ
モ
ウ
㈱
／
㈱
ニ
チ

モ
ウ
マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
／
㈱
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ィ
▽
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
㈱
▽（
一
財
）

漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
▽（
一
財
）

中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会
▽（
一
財
）海

苔
増
殖
振
興
会
▽（
一
財
）東
京
水
産

振
興
会
▽（
一
社
）ジ
ェ
イ
エ
フ
マ
リ
ン

バ
ン
ク
支
援
協
会
▽（
一
社
）漁
業
経
営

安
定
化
推
進
協
会
▽（
一
社
）漁
港
漁
場

新
技
術
研
究
会
▽（
一
社
）自
然
資
源
保

全
協
会
▽（
一
社
）水
産
土
木
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
▽（
一
社
）全
国
い
か
釣
り
漁

業
協
会
▽（
一
社
）全
国
ま
き
網
漁
業
協

会
▽（
一
社
）全
国
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ

ろ
漁
業
協
会
▽（
一
社
）全
日
本
漁
港
建

設
協
会
▽（
一
社
）日
本
ト
ロ
ー
ル
底
魚

協
会
▽（
一
社
）海
外
ま
き
網
漁
業
協
会

▽（
一
社
）大
日
本
水
産
会
▽（
一
社
）日

本
鰹
節
協
会
▽
㈱
テ
ィ
ー
・
ケ
イ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
㈱
航
洋
▽
㈱
中
央
漁

業
公
社
▽
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
▽
㈱

農
林
中
金
ア
カ
デ
ミ
ー
▽（
公
財
）海
洋

生
物
環
境
研
究
所
▽（
公
財
）水
産
物
安

定
供
給
推
進
機
構
▽（
公
財
）日
本
釣
振

興
会
▽（
公
社
）全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

推
進
協
会
▽（
公
社
）日
本
缶
詰
び
ん
詰

レ
ト
ル
ト
食
品
協
会
▽（
公
社
）日
本
水

産
資
源
保
護
協
会
▽
若
井
克
友
▽
秋
山

康
子
▽
新
橋
や
き
と
ん
▽
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
▽
石
﨑
信
義
▽
泉

澤
和
行
▽
船
宿
縄
定
▽
全
国
さ
ん
ま
棒

受
網
漁
業
協
同
組
合
▽
全
国
遠
洋
沖
合

漁
業
信
用
基
金
協
会
▽
全
国
漁
業
共
済

組
合
連
合
会
▽
全
国
漁
港
・
漁
村
振
興

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連

▽
全
国
水
産
物
卸
組
合
連
合
会
▽
大
須

賀
順
▽
東
京
北
魚
㈱
▽
東
検
産
業
㈱
▽

（
特
非
）水
産
業
・
漁
村
活
性
化
推
進
機

構
▽
日
本
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
同

組
合
▽
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
▽
農

水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
▽
片

岡
亮
▽
望
月
英
夫
▽
北
部
ま
き
網
漁
業

㈱
▽
明
治
大
学
付
属
中
野
八
王
子
中
学

校
・
高
校
生
徒
会
福
祉
委
員
会
―
校
内

募
金
◎
神
奈
川
県
▽
横
浜
冷
凍
㈱
▽
㈱

小
田
原
魚
市
場
▽
久
保
田
化
工
機
㈱
▽

森
本
哲
也
▽
神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高

等
学
校
▽
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

海
洋
生
物
資
源
科
学
科
◎
新
潟
県
▽
山

津
水
産
㈱
▽
新
潟
漁
業
調
整
事
務
所
◎

富
山
県
▽
井
田
光
博
▽
丸
中
水
産
㈱
▽

池
田
水
産
㈱
◎
石
川
県
▽
石
川
県
立
能

登
高
等
学
校
◎
福
井
県
▽
㈱
三
国
湊
舩

木
水
産
▽
福
井
缶
詰
㈱
▽
福
井
中
央
魚

市
㈱
◎
山
梨
県
▽
佐
藤
一
江
▽
山
梨
中

央
水
産
㈱
◎
岐
阜
県
▽
合
田
政
次
▽
土

田
明
子
◎
静
岡
県
▽
㈱
浜
平
漁
業
代
表

取
締
役 

山
田
洋
二
▽
沼
津
魚
市
場
㈱
▽

上
柳
昭
治
▽
静
岡
県
水
産
物
商
業
協
同

組
合
▽
静
岡
県
立
漁
業
高
等
学
園
▽
静

岡
県
立
焼
津
水
産
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▽

日
光
水
産
㈱
▽
福
久
漁
業
㈱
▽
福
龍
漁

業
㈱
◎
愛
知
県
▽
大
東
魚
類
㈱
▽
㈲
第

八
東
海
丸 

壁
谷
増
光
◎
三
重
県
▽
工
藤

狹
弓
子
▽
第
一
仙
昌
丸 

武
村
仙
博
▽
㈲

甚
一
丸
漁
業
◎
京
都
府
▽
大
京
魚
類
㈱

▽（
国
研
）水
産
研
究
・
教
育
機
構
日
本

海
区
水
産
研
究
所
宮
津
庁
舎
◎
大
阪
府

▽
㈱
う
お
い
ち
▽
佐
々
木
忠
義
▽
髙
瀬

正
◎
兵
庫
県
▽
磯
田
和
志
▽（
一
財
）日

本
船
員
厚
生
協
会
神
戸
大
倉
山
海
員
会

館
（
エ
ス
カ
ル
神
戸
）
▽
㈲
真
島
漁
業

◎
奈
良
県
▽
諸
富
靖
史
▽
川
邉
一
郎
◎

鳥
取
県
▽
共
和
水
産
㈱
▽
浜
野
茂
夫
◎

岡
山
県
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
岡
山
県

支
所
◎
広
島
県
▽
山
代
勝
三
◎
山
口
県

▽
堀
川
久
幸
◎
愛
媛
県
▽
大
祐
漁
業
㈱

◎
高
知
県
▽
山
田
雄
二
郎
▽
山
本
光
博

▽
杉
本
幸
貞
▽
大
熊
水
産
㈱
▽
㈲
鳳
洋

水
産
◎
福
岡
県
▽
㈱
福
岡
魚
市
場
▽
古

藤
信
光
▽
内
浜
落
語
会
▽
北
九
州
水
産

物
小
売
団
体
協
同
組
合
◎
佐
賀
県
▽
ユ

ウ
シ
ー
ド
東
洋
㈱
▽
㈱
唐
津
魚
市
場
◎

長
崎
県
▽
の
ぞ
み
漁
業
㈱
▽
海
興
水
産

㈱
▽
山
田
水
産
㈱
▽
昭
徳
水
産
㈱
▽
大

栄
水
産
㈱
▽
長
崎
大
学
水
産
学
部
▽
富

栄
海
運
㈲
▽
平
戸
魚
市
㈱
▽
㈲
柏
木
水

産
◎
大
分
県
▽
大
分
魚
市
㈱
◎
宮
崎
県

▽
㈲
浅
野
水
産
◎
沖
縄
県
▽
内
閣
府 

沖

縄
総
合
事
務
局
運
輸
部

〔
１
月
〕
◎
北
海
道
▽（
国
研
）水
産
研

究
・
教
育
機
構
北
海
道
区
水
産
研
究
所

▽
北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校
職
員
◎

岩
手
県
▽
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
等
学

校
職
員
◎
宮
城
▽
気
仙
沼
海
上
保
安
署

▽
東
北
運
輸
局
◎
福
島
県
▽
矢
吹
漁
業 

矢
吹
正
一
◎
茨
城
県
▽（
国
研
）水
産
研

究
・
教
育
機
構
水
産
工
学
研
究
所
◎
埼

玉
県
▽
小
野
沢
通
◎
千
葉
県
▽
㈱
北
辰

水
産
▽（
公
財
）海
洋
生
物
環
境
研
究
所

▽
千
葉
県
立
館
山
総
合
高
等
学
校
▽
千

葉
県
立
銚
子
商
業
高
等
学
校
海
洋
科
◎

東
京
都
▽
コ
ス
モ
石
油
ル
ブ
リ
カ
ン
ツ

㈱
▽（
一
財
）日
本
鯨
類
研
究
所
▽（
一

社
）漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▽

（
一
社
）全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ

ン
タ
ー
▽
榎
本
み
つ
枝
▽
海
洋
土
木
㈱

▽
㈱
全
国
漁
協
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

▽
㈱
極
洋
▽
共
同
船
舶
㈱
▽
水
産
庁 

漁

政
部
漁
政
課
・
船
舶
管
理
室
、
企
画

課
、
水
産
経
営
課
、
加
工
流
通
課
、
漁

業
保
険
管
理
官
／
資
源
管
理
部
漁
業
取

締
課
、
管
理
調
整
課
、
国
際
課
／
増
殖

推
進
部
栽
培
養
殖
課
／
漁
港
漁
場
整
備

部
整
備
課
、
防
災
漁
村
課
▽
東
京
水
産

タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
▽
農
林
中
央
金
庫
／
農

林
中
央
金
庫
役
職
員
◎
新
潟
県
▽（
公

財
）海
洋
生
物
環
境
研
究
所
実
証
試
験

場
◎
静
岡
県
▽
極
洋
水
産
㈱
▽
静
岡

県
立
焼
津
水
産
高
等
学
校
生
徒
会
―
水

高
祭
（
文
化
祭
）
売
上
金
◎
愛
知
県
▽

中
部
運
輸
局
◎
三
重
県
▽（
国
研
）水
産

研
究
・
教
育
機
構
増
養
殖
研
究
所
◎
大

阪
府
▽
匿
名
◎
兵
庫
県
▽
瀬
戸
内
海
漁

業
調
整
事
務
所
◎
鳥
取
県
▽
境
港
漁
業

調
整
事
務
所
▽
浜
野
茂
夫
◎
福
岡
県
▽

（
一
社
）福
岡
市
中
央
卸
売
市
場
鮮
魚
市

場
協
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
経
由

▽
㈱
伊
藤
商
店
▽
㈱
新
栄
商
会
―
イ
ベ

ン
ト
募
金
▽
㈱
白
海 

苅
田
作
業
所
◎
長

崎
県
▽（
国
研
）水
産
研
究
・
教
育
機
構

西
海
区
水
産
研
究
所

〔
２
月
〕
◎
福
島
県
▽
㈱
儀
助
漁
業
▽
福

島
県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
◎
埼
玉

県
▽
小
野
沢
通
◎
千
葉
県
▽
平
田
淳
一

◎
東
京
都
▽
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
㈱
▽（
大
）

東
京
海
洋
大
学
▽
認
定（
特
非
）ジ
ャ
パ

ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
―
ゆ
び
募
金

／
匿
名
▽
橋
詰
憲
孝
◎
神
奈
川
県
▽

（
国
研
）水
産
研
究
・
教
育
機
構
中
央
水

産
研
究
所
◎
静
岡
県
▽（
国
研
）水
産
研

究
・
教
育
機
構
国
際
水
産
資
源
研
究
所

◎
愛
知
県
▽
愛
知
県
立
三
谷
水
産
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
―
文
化
祭
バ
ザ
ー
収
益
金

◎
福
岡
県
▽
㈱
い
と
し
の
い
と
し
ま
地

魚
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
事
業
部
▽
㈱
新
栄
商
会
―

イ
ベ
ン
ト
募
金
▽
㈱
白
海 

那
珂
川
作
業

所
▽
九
州
漁
業
調
整
事
務
所
▽
胡
井
聡

美
◎
長
崎
県
▽
㈱
さ
か
も
と
◎
鹿
児
島

県
▽
枕
崎
水
産
加
工
業
協
同
組
合

宮
城
県　

中
島
啓
子

　
「
ほ
ん
じ
ゃ
行
っ
て
来
る
。
家
の
方

頼
む
ぞ
」
と
元
気
に
出
港
し
て
行
っ
た

の
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
八
日
、

良
く
晴
れ
た
暑
い
く
ら
い
の
日
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
漁
場
と
は
変
わ
り
、

初
め
て
の
ア
フ
リ
カ
ア
ン
ゴ
ラ
沖
へ
と

向
か
っ
た
の
で
す
。
航
り
続
け
る
事
、

五
十
日
間
、
操
業
四
ヶ
月
目
に
入
っ
て

間
も
な
く
耳
に
し
た
消
息
は
、
主
人
が

心
臓
マ
ヒ
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
知
ら

せ
で
し
た
。
ま
さ
か
…
と
思
っ
て
い
た

事
が
、
自
分
に
ふ
り
か
か
っ
て
来
た
時

は
、
も
う
涙
も
か
れ
、
何
が
起
き
た
の

か
さ
え
も
分
か
ら
な
い
程
ぼ
ん
や
り
し

て
し
ま
い
、
何
も
手
に
つ
か
な
か
っ
た

の
で
す
。

　

結
婚
生
活
十
五
年
、
１
航
海
も
休
ん

だ
事
の
な
い
主
人
は
、
一
緒
に
お
正
月

を
過
ご
し
た
の
は
二
回
だ
け
で
す
。
そ

の
時
は
「
今
夜
は
何
年
か
ぶ
り
で
紅
白

歌
合
戦
を
生
放
送
で
見
ら
れ
る
。
今
ま

で
は
ビ
デ
オ
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
な
あ

…
」
と
子
供
み
た
い
に
、
は
し
ゃ
ぎ
、

ま
た
、
妹
の
結
婚
式
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
が
、
入
港
が
遅
れ
出
席
出
来
ず

ガ
ッ
カ
リ
し
、
ま
た
あ
る
時
は
、
は
じ

め
て
の
部
落
の
行
事
に
交
わ
り
「
顔
合

わ
せ
し
て
来
た
、
も
う
面
白
く
て
、
面

白
く
て
」
と
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て

い
た
時
の
事
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　

今
で
も
あ
の
元
気
だ
っ
た
頃
の
顔

が
、
声
が
、
ず
っ
と
遠
く
の
記
憶
の
中

で
、
ま
た
夢
の
中
で
出
て
来
て
は
、
困
っ

た
時
に
励
ま
し
て
く
れ
る
よ
う
に
聞
こ

え
て
来
る
の
で
す
。

　

子
供
達
に
と
っ
て
、
何
時
も
海
の
上

に
ば
か
り
い
た
父
親
の
思
い
出
と
し
て

何
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
中
学
一

年
生
だ
っ
た
上
の
子
供
は
、
主
人
と
無

言
の
対
面
の
時
は
、
た
だ
じ
っ
と
見

つ
め
涙
を
流
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の

に
、
学
校
で
は
「
お
父
さ
ん
が
死
ん
だ

ん
だ
」
と
言
っ
て
は
、
机
に
泣
き
伏
し

て
た
。
と
聞
か
さ
れ
胸
の
熱
く
な
る
の

を
人
前
で
も
堪
え
る
事
が
出
来
な
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

五
年
生
に
な
る
子
供
は
、
お
金
の
必

要
な
時
に
な
る
と
「
お
父
さ
ん
の
お
金

頂
戴
」
と
言
う
。
少
し
前
ま
で
は
「
こ

の
家
は
お
父
さ
ん
が
建
て
た
ん
だ
よ
」

と
言
っ
た
ら
、「
違
う
よ
。
大
工
さ
ん

が
建
て
た
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ
て
い
た

子
供
で
し
た
。

　

こ
の
子
供
達
の
成
長
を
み
て
い
ま
す

と
、
主
人
は
子
供
達
に
口
で
は
何
も
言

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
体
で
働
く
事
を
教

え
て
行
っ
た
の
だ
と
、
知
ら
さ
れ
る
思

い
が
し
ま
す
。

　

年
々
遠
く
な
る
漁
場
、
新
造
船
で

乗
っ
た
と
思
っ
て
も
、
数
年
も
す
る
と

廃
線
。
そ
の
後
に
出
て
来
る
の
は
一
回

り
大
き
く
な
っ
て
出
来
て
い
る
新
造

船
。
そ
の
度
に
数
か
月
と
ま
た
操
業
が

延
び
、
主
人
の
最
後
の
航
海
と
な
っ
た

時
に
は
一
年
四
か
月
で
し
た
。

　
「
自
分
が
働
か
な
け
れ
ば
」
と
再
び

船
に
乗
り
込
む
姿
、「
頑
張
る
ぞ
」
と

言
う
意
気
ご
み
の
顔
、
あ
の
船
の
人
達

の
忍
耐
力
に
は
、
尊
敬
す
る
と
共
に
と

て
も
大
き
く
見
え
ま
し
た
。

　

今
日
も
出
港
の
船
が
数
隻
、
旗
を
上

げ
、
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
一
路
沖
へ

と
航
っ
て
行
く
の
が
目
に
入
り
、
思
わ

ず
「
元
気
で
、
大
漁
し
て
来
て
ね
」
と

心
の
中
で
叫
び
続
け
な
が
ら
手
を
振
っ

て
い
る
自
分
で
す
。

【
第
３
集　

昭
和
60
年
発
刊　

―
父
さ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
よ
―
よ
り
】

【
元
気
で
、
頑
張
っ
て
来
て
ね
】
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▼
皆
さ
ん
進
学
、
進
級
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

現
在
世
界
中
を
脅
か
し
て
い
る
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
…
。
目
に
見
え
な
い
敵
な

の
で
、
不
安
が
募
り
、
あ
り
え
な
い
デ

マ
が
拡
散
し
た
り
し
て
、
日
常
生
活
に

支
障
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
が
、
一

刻
も
早
く
収
束
し
、
元
の
生
活
に
戻
り
、

子
供
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
の
希
望
に

満
ち
溢
れ
た
笑
顔
を
取
り
戻
せ
る
日
が

来
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

編
集
後
記

都道府県別奨学生数
～漁船海難遺児と母の文集～作文・詩歌・イラスト募集

　このたび本会は、2020 年 10 月 29 日をもって 50 周年を迎えます。
　本会では、設立 5 年ごとの節目に、奨学生・保護者の皆さんから募った作
品を 1 冊の本にまとめ、｢ 漁船海難遺児と母の文集 ｣ として、これまで第 9
集まで刊行してまいりました。
　これらの作品はいずれも、奨学生・保護者の皆さんと本会の貴重な記録で
あるとともに、命の大切さや海難事故絶滅を広く国民の皆さまに知ってもら
う役割も果たしております。
　つきましては、50 周年におきましても文集刊行にあたり、作文・イラスト
などを募集致します。是非ともご協力いただきますようお願い致します。

［対　　象］奨学生 (元奨学生も含む )またはそのご家族
［題　　材］自 由

お父さん（旦那さん）との思い出、お父さん（旦那さん）がいなくなって
しまった事故の時の気持ち、お母さんへの普段言えない感謝の気持ち、将
来の夢、ひとりで子育てをして今の気持ちなど。

［様　　式］★作文：400字程度
一行目に題名。二行目に氏名（匿名希望の方は記入）を記載してください。
原稿用紙やレポート用紙など、特に規制はありません。パソコンによる出
力も可。

★イラスト：ハガキ～A4サイズ大のもの
［お　　礼］記念品贈呈
［出品方法］郵送、FAX、Ｅメール

もよりの漁協や漁連に直接お持ち込みいただいても結構です。

［締　　切］2020年 4月末

［刊行予定］2020年 11月（予定）
［お問い合わせ先］

公益財団法人	漁船海難遺児育英会
〒 101-0047　東京都千代田区内神田 1-2-1 ダコタハウス 5 階
TEL：03-3518-6121（平日 9 ～ 17 時まで）/FAX：03-3518-6122（24 時間受付）
E-mail:mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp

＊ 未発表の作品に限ります。
＊ ご応募いただいた作品は基本的に返却致しませんのでご了承ください。
＊ 出品時の個人情報は「漁船海難遺児と母の文集」に関する目的以外には利用しません。

募集要領

大
阪
府　

森
田
智
子

　

父
が
船
の
事
故
で
他
界
し
、
早
い
も
の

で
二
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

母
と
私
は
毎
回
作
文
を
書
い
て
い
る
の

で
、
前
の
週
の
作
文
を
読
み
返
し
て
み
ま

し
た
。
当
時
の
気
持
ち
、
心
の
変
化
、
つ

ら
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
、
書
物
と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
母
子
四
人
の
歩
み
の
一
ペ
ー
ジ

一
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
今
回
も

ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
母
は
五
十
歳
、
私
二
十
五
歳
、

弟
二
十
二
歳
と
十
九
歳
で
す
。
父
の
亡
く

な
っ
た
当
時
、
母
三
十
歳
、
私
五
歳
、
弟

二
歳
、
お
腹
の
中
、
で
し
た
。
私
た
ち
姉

弟
は
、
母
の
子
育
て
奮
闘
を
見
て
育
っ
て

き
ま
し
た
。
言
葉
で
は
納
得
で
き
な
い
こ
と

も
、
形
振
り
構
わ
な
い
母
の
一
生
懸
命
な
態

度
は
、＂
子
供
た
ち
よ
が
ん
ば
れ
、
お
と
う

さ
ん
は
天
国
か
ら
見
て
る
。
早
く
大
き
く

な
れ
＂
と
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

去
年
よ
り
、
一
番
下
の
弟
が
社
会
人
と

な
り
、
母
は
田
舎
で
一
人
暮
ら
し
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
看
護
婦
と
し
て
、
弟
二
人

は
社
会
人
と
し
て
大
阪
で
働
い
て
い
ま
す
。

母
も
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
常
に
笑
い
声
、

泣
き
声
の
絶
え
な
か
っ
た
家
が
静
ま
り
、

母
が
仏
壇
に
向
か
っ
て
言
う
、「
行
っ
て
き

ま
す
」「
た
だ
い
ま
」
と
い
う
声
が
響
い
て

い
ま
す
。
二
十
年
間
も
、
母
は
父
に
語
り

か
け
、
話
し
合
い
な
が
ら
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
き
っ
と
い
つ
ま
で
も
、
仲
の
い
い
夫

婦
で
し
ょ
う
。

　

年
に
数
回
、
田
舎
へ
帰
る
と
仏
壇
の
前

で
、「
た
だ
い
ま
、
お
と
う
ち
ゃ
ん
。
お
か

あ
ち
ゃ
ん
を
よ
ろ
し
く
」
な
ど
と
言
っ
て
い

る
私
の
中
に
も
、
父
は
い
る
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
通

知
表
も
仏
壇
へ
、
お
年
玉
は
「
新
年
の
挨

拶
を
し
て
、
お
と
う
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
か
ら

貰
っ
て
お
い
で
」、
試
験
の
日
に
は
、「
合
格

す
る
よ
う
お
と
う
ち
ゃ
ん
に
言
っ
て
か
ら
行

き
な
さ
い
」
な
ど
、
父
の
顔
も
覚
え
て
い
な

い
子
供
三
人
の
生
活
の
中
に
、
自
然
に
父

の
存
在
を
意
識
づ
け
て
く
れ
た
（
母
に
は
、

そ
ん
な
意
識
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
）
こ
と
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
離
れ

て
わ
か
る
、
親
の
あ
り
が
た
さ
を
弟
た
ち

も
感
じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
母
一
人
が
気
を
張
っ
て
こ
こ
ま

で
き
た
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
母
一
人

の
方
に
す
べ
て
を
か
け
て
い
れ
ば
、
弱
音

を
吐
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
周
囲
の

人
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
が
ん
ば
れ
る

の
で
す
。
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
小
さ
な

こ
と
も
一
緒
に
な
っ
て
心
配
し
た
り
、
喜
ん

だ
り
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
こ
れ
は
人

間
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

看
護
婦
と
な
り
四
年
に
な
り
ま
す
が
、

体
の
病
気
は
も
と
よ
り
、心
の
病
気
も
多
々

見
て
き
ま
し
た
。
人
間
の
心
は
弱
い
も
の

で
す
。
い
つ
も
誰
か
の
手
や
声
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。「
お
は
よ
う
」
の
一
声
で
も
、

す
れ
違
っ
た
時
の
微
笑
み
で
も
心
は
癒
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
の
春
に
は
、
田
舎
に
一
人
い
る
母
も

会
話
が
少
な
く
な
り
、
心
の
張
り
が
無
く

な
り
老
い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配

で
し
た
。
し
か
し
、「
老
人
の
入
浴
サ
ー
ビ

ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
の
よ
、
今
度

九
州
へ
旅
行
に
行
く
の
、
子
供
の
手
が
離

れ
た
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
の
よ
」
な
ど
の
話
を
聞
い

て
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

親
戚
の
お
ば
さ
ん
、
近
所
の
方
々
、
職

場
の
方
々
の
触
れ
合
い
も
多
い
ら
し
く
、

母
を
気
に
か
け
て
下
さ
る
方
が
近
く
に
い

て
く
れ
る
の
は
、
あ
い
が
た
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
も
、
前
を
見
て
生
き
よ
う
、
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
、
苦
し
い
こ
と

は
長
く
続
く
も
の
で
は
な
い
、
き
っ
と
い
い

事
が
あ
る
、
と
い
う
母
の
明
る
さ
か
ら
で

し
ょ
う
。

　

離
れ
て
心
配
な
の
は
健
康
の
こ
と
で
す
。

母
は
高
血
圧
で
、
喘
息
も
あ
り
、
補
聴
器

を
使
用
し
な
い
と
い
け
な
い
程
度
の
難
聴

が
あ
る
の
で
、
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
不

安
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
、
電
話
の

向
こ
う
の
母
の
声
は
、
い
つ
も
明
る
く
救
わ

れ
る
思
い
で
す
。

　

父
の
分
ま
で
長
生
き
し
て
欲
し
い
、
い
つ

も
で
も
母
の
笑
顔
を
見
て
い
た
い
、
大
き

な
声
を
聞
い
て
い
た
い
、
そ
れ
が
私
の
願
い

で
す
。
母
の
歩
ん
で
き
た
二
十
年
間
を
お

手
本
に
、
今
後
も
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
か
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

【
第
４
集　

平
成
２
年
発
刊　

―
お
母

ち
ゃ
ん
、
お
父
ち
ゃ
ん
買
っ
て
―
よ
り
】

【
母
子
四
人
で
も
う
す
ぐ
二
十
年
︱

母
の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
︱
】

都道府県
給 与 奨 学 生

合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 大学生等

北 海 道 12 8 5 1 35

青 森 1 2 3

岩 手 3 5 7 8 23

宮 城 1 2 3 4 3 13

福 島 1 5 6 9 5 26

茨 城 3 3

千 葉 5 1 3 2 11

神 奈 川 2 1 3

新 潟 2 2 4

石 川 1 1

静 岡 1 1

愛 知 1 1 2

福 井 1 1

三 重 1 1 2

兵 庫 1 1 4 6

和 歌 山 3 3 1 7

鳥 取 2 1 3

岡 山 1 1

広 島 1 1

山 口 2 2

徳 島 1 1

香 川 1 1 1 3

愛 媛 1 1 1 3 6

高 知 1 1 1 3

福 岡 1 1

福 岡 有 明 1 2 3

佐 賀 玄 海 3 1 4

長 崎 3 2 7 2 14

熊 本 4 2 2 8

宮 崎 1 2 4 7

鹿 児 島 1 3 4 8

沖 縄 1 1 1 3

合 計 6 47 35 61 60 209

（2020 年 3 月末現在 / 単位：人）

注：特別支援学生を含む。
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